
麻
疹
は
世
界
的
に
は
年
間
三
〇
〇
〇
万
か
ら
四
〇
〇
〇
万
人
が
罹

患
し
、
五
三
万
人
が
死
亡
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
二
〇
〇
五
年
に
五
四
五
人
の
罹
患
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）

麻
疹
の

流
行
時
の
拡
大
予
防
措
置
と
し
て
、
①
患
者
の
自
発
的
隔
離

（
iso
la
tio
n
）
、
②
患
者
と
接
触
し
、
免
疫
が
不
十
分
な
人
の
特
定
、

③
濃
厚
接
触
者
に
対
し
、
接
触
七
二
時
間
以
内
な
ら
ワ
ク
チ
ン
投
与
、

六
日
間
以
内
な
ら
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
投
与
、
④
ワ
ク
チ
ン
投
与
が
で

き
な
い
、
あ
る
い
は
拒
否
す
る
濃
厚
接
触
者
の
自
発
的
自
宅
待
機

（
q
u
a
ra
n
tin
e）
、
⑤
関
係
し
た
医
療
者
の
免
疫
状
態
の
検
査
、
⑥

麻
疹
流
行
に
つ
い
て
近
隣
病
院
へ
の
情
報
提
供
と
患
者
発
見
時
の
当

局
へ
の
全
例
報
告
の
要
請
、
⑦
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
麻
疹
流
行
情

報
の
提
供
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）

二
〇
〇
七
年
の
春
に
関
東
地
方
を
中
心
に

麻
疹
が
流
行
し
、
多
く
の
大
学
が
休
校
を
行
っ
た
（
表
１
）。

休
校
措
置
は
潜
在
的
な

患
者
の
隔
離
、
潜
在
的
な

接
触
者
の
自
宅
待
機
を
あ

わ
せ
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
感
染
拡
大
予
防
効
果

に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
今
回
、
休

校
を
行
っ
た
大
学
と
休
校

を
行
わ
な
か
っ
た
大
学
の
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●
事
例
紹
介

●

二
〇
〇
七
年
春
の
関
東
地
方
の

大
学
に
お
け
る
麻
疹
の
流
行

齊
藤
郁
夫

（
慶
應
義
塾
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

表１ 新聞報道による休校と休校
開始時点での麻疹発症数

発症数 休校開始

創 価 大 学

明 星 大 学

上 智 大 学

北 里 大 学

駒 沢 大 学

成 蹊 大 学

中 央 大 学

早稲田大学

慶應義塾大学

横浜国立大学

独 協 大 学

36

3

10

2

10

7

14

30

34

8

14

4月18日

5月10日

5月12日

5月15日

5月17日

5月18日

5月21日

5月21日

5月26日

6月11日

6月23日



大
学
以
外
で
あ
る
可
能
性
も
大
き
く
、
大
学
が
休
校
し
て
も
麻
疹
の
発

生
状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

休
校
を
行
わ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
休
校
ま
で
の
間
は
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
が
個
別
の
対
応
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
①
麻
疹
発
症
学
生
あ

る
い
は
家
族
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
に
始
ま
り
、
②
発
症
者
へ
の
自
宅

待
機
勧
告
、
問
診
と
行
動
調
査
、
接
触
者
の
特
定
、
③
接
触
者
に
対

す
る
情
報
提
供
、
感
染
予
防
措
置
の
勧
告
、
④
学
校
当
局
、
責
任
者
、

保
健
所
な
ど
へ
の
報
告
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
保
健
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図１ 各大学の学生一万人当たりの累積麻疹患者数
K、Y、 D、 CH、 J大学では休校が行われた。

図２ 休校した大学と休校しなかった大学の
平均麻疹患者数（学生１万人あたり）

麻
疹
患
者
発
生
状
況
を
比
較
し
た
の
で
報
告
す
る
。

対
象
と
方
法

対
象
は
学
生
の
麻
疹
発
生
情
報
を
把
握
し
、
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
関
東
の
八
大
学
（
国
立
二
大
学
、
私
立
六
大
学
）
で
あ
る
。
休
校

は
五
大
学
（
国
立
一
大
学
、
私
立
四
大
学
）
で
行
わ
れ
た
。
各
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
総
学
生
数
は
一
万
人
か
ら
三
万
二
〇
〇
〇
人

で
あ
っ
た
。
七
月
以
後
は
患
者
数
が
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
減
少
し
た
た

め
、
今
回
は
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
状
況
を
報
告
す
る
。

結
果

一
麻
疹
患
者
数
（
表
２
）

全
部
で
約
一
五
万
人
の
学

生
中
、
四
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
二
六
四
人
が
麻
疹
に
罹

患
し
た
。
学
生
一
万
人
あ
た

り
約
二
〇
人
が
麻
疹
に
罹
患

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
休
校

措
置
の
有
無
で
差
は
な
か
っ

た
。
な
お
、
一
七
人
が
入
院
を
要
し
た
。
七
月
に
は
二
一
人
が
麻
疹

に
罹
患
し
た
。

二
休
校
の
有
無
と
累
積
麻
疹
患
者
数
の
推
移
（
図
１
）

個
別
の
大
学
の
学
生
一
万
人
当
た
り
の
麻
疹
発
症
数
を
示
す
が
、

休
校
に
よ
り
、
そ
の
後
の
発
症
数
の
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
休
校
の
有
無
と
累
積
麻
疹
患
者
数
平
均
の
推
移
（
図
２
）

休
校
の
有
無
で
学
生
一
万
人
当
た
り
の
平
均
麻
疹
患
者
数
に
差
は

な
か
っ
た
。

考
察今
回
の
検
討
で
麻
疹
感
染
拡
大
予
防
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
一
週

間
程
度
の
休
校
で
は
大
学
の
麻
疹
患
者
数
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

麻
疹
の
感
染
可
能
期
間
は
カ
タ
ル
期
（
三
～
五
日
）
、
発
疹
期
（
四

～
五
日
）
の
一
〇
日
に
加
え
二
日
間
の
計
一
二
日
間
程
度
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
休
校
前
に
感
染
し
た
学
生
が
休
校
解
除
後
に
発
症
し
う
る
た

め
、
一
週
間
の
休
校
で
は
麻
疹
感
染
拡
大
予
防
に
不
十
分
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
学
生
の
行
動
範
囲
は
広
く
、
麻
疹
感
染
の
場
が
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表２ 休校した大学としなかった
大学の麻疹患者数

休校 休校なし

大 学 数 5 3

総 学 生 数 91,000 58,000

総麻疹患者数 174 90

平均（標準偏差）

麻疹患者数

35（26） 30（21）

平均（標準偏差）

学生1万人当たり

麻疹患者数

18（7） 19（19）



の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
徹
底
。

夕
方
、
二
年
男
子
学
生
（
学
生
３
）
よ
り
麻
疹
罹
患
の
連
絡
あ
り
。

五
月
四
日
よ
り
発
熱
、
五
月
七
日
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
に
出
席
し

た
と
の
申
告
。

【
五
月
一
六
日
】
（
学
生
１
・
２
関
連
）
午
前
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
、
Ｖ
部
の
コ
ー
チ
よ
り
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

で
の
抗
体
検
査
の
要
請
あ
り
。
翌
日
、
採
血
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
学
生
３
関
連
）
五
月
七
日
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
履
修
学
生
名
簿
入
手
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
住
所
を
入
手
。
夕
方
、
同
じ
授
業
を
履
修
す
る

二
六
人
に
メ
ー
ル
に
て
麻
疹
感
染
、
発
症
す
る
と
し
た
ら
こ
こ
数
日

以
内
の
可
能
性
を
通
知
。
さ
ら
に
メ
ー
ル
を
使
用
し
な
い
場
合
を
考

え
、
郵
便
に
て
メ
ー
ル
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
知
。

午
後
、
五
月
一
三
日
発
熱
し
、
五
月
一
六
日
麻
疹
確
定
の
報
告
あ

り
（
学
生
４
）。
五
月
一
五
日
に
人
類
学
の
講
義
（
三
五
〇
名
履
修
）

に
出
席
し
て
い
た
た
め
、
履
修
者
名
簿
入
手
。
人
数
が
多
数
の
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
麻
疹
の
一
般
的
注
意
を
行
い
、
個
別
に
は
連
絡

し
な
い
こ
と
に
し
た
。

【
五
月
一
七
日
】
（
学
生
１
・
２
対
応
）
午
前
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
二
階
で
隔
離
し
て
Ｖ
部
員
の
採
血
。
そ
の

結
果
五
名
が
抗
体
陰
性
の
た
め
登
校
・
部
活
の
停
止
継
続
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
勧
告
。

【
五
月
一
八
日
】
午
前
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
Ｙ
常
任
理
事
に
現
況

報
告
。
引
き
続
き
、
発
生
状
況
を
見
守
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
も
麻
疹
罹
患
報
告
が
増
加
、
同
時
多
発
的
に
麻
疹
患
者
が

発
生
。

休
校
の
決
定

【
五
月
二
四
日
】
午
後
、
麻
疹
学
生
の
累
積
患
者
数
三
四
名
と
確
認
。

【
五
月
二
五
日
】
夕
方
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
大
学
評
議
会
で
塾

長
、
理
事
、
学
部
長
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
主
任
な
ど
に
現
状
説
明
。
理
事

が
休
校
す
る
か
に
つ
い
て
最
終
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
深
夜
ま

で
協
議
の
結
果
、
五
月
二
六
日
か
ら
一
週
間
の
休
校
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。
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管
理
担
当
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
。
米
国
の
三
人
の
麻
疹
流
行
の

事
例
で
、
二
ヶ
月
に
わ
た
る
予
防
措
置
で
一
四
万
二
四
五
二
ド
ル
を
要

し
た
と
の
報
告
が
あ
る
。

（
３
）

患
者
学
生
か
ら
の
情
報
提
供
の
遅
れ
か
ら
、

対
応
ま
で
の
時
間
が
な
い
、
対
応
す
べ
き
学
生
が
多
す
ぎ
る
（
患
者
学

生
が
他
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
時
期
に
単
な
る
か
ぜ
と
思
い
、

大
教
室
の
授
業
や
多
く
の
授
業
に
出
た
場
合
）
、
接
触
者
を
特
定
す
る

に
は
患
者
学
生
か
ら
の
情
報
に
加
え
、
履
修
名
簿
を
取
り
寄
せ
る
必
要

が
あ
り
、
ま
た
特
定
で
き
て
も
、
接
触
者
へ
の
連
絡
が
困
難
、
時
間
が

か
か
る
（
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話
、
郵
送
な
ど
を
併
用
し
て
も
）
、
症
状

の
な
い
接
触
者
に
自
宅
待
機
さ
せ
る
こ
と
を
短
時
間
で
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
こ
れ
を
い
つ
だ
れ
が
す
る
か
、
ま
た
、

欠
席
に
つ
い
て
学
事

で
の
公

平
な
取
り
扱
い
の
確
認
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
な

が
ら
正
確
な
情
報

収
集
・
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
健
管
理

担
当
者
の
負
担
な
ど
、
個
別
対
応
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

結
論大
学
に
お
け
る
麻
疹
患
者
発
生
後
の
休
校
に
明
ら
か
な
感
染

拡
大

予
防

効
果
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
個
別
対
応
に
は
限

界
と
さ
ま

ざ
ま
な
問

題
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
感
染
を
事
前
に
予

防
す
る
こ
と
が
は
る
か
に
安

全
、

安
心
、

効
率
的
と
思
わ
れ
、
ワ
ク
チ

ン
で
予
防
で
き
る
麻
疹
、

風
疹
、

水
痘
、
流
行
性

耳
下

腺
炎
な
ど
の

感
染
症
の
予
防
措
置
を
入
学
前
に
学
生
が
自
主
的
に
行
う
こ
と
を
全

国
の
大
学
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
強
く
勧
奨
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

最
後
に
、
本
学
に
お
け
る
休
講
の
決
定
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
。

麻
疹
罹
患
の
報
告
が
入
り
始
め
た
こ
ろ
の
対
応

【
五
月
一
四
日
】
夕
方
、
Ｋ
大
学
の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
、

麻
疹
二
名
発
生
の
た
め
、
一
年
生
を
休
校
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
電

話
連
絡
あ
り
。

そ
の
直
後
に
本
学
の
体
育
会
Ｖ
部
で
部
員
二
名
の
麻
疹
発
生
の
連

絡
あ
り
（
学
生
１
・
２
）。

同
夜
に
行
わ
れ
た
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務
連
絡
会
に
て
、
麻
疹

発
生
時
の
対
応
を
再
確
認
。

【
五
月
一
五
日
】
午
前
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
学
生
１
・
２
へ
の

対
応
を
体
育
会
Ｏ
主
事
と
協
議
。

発
熱
は
五
月
一
〇
日
ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
と
の
情
報
を
得
る
。
Ｖ
部

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
一
緒
に
練
習
、
行
動
を
と
も
に
し
た
残
り
の

二
四
名
の
部
員
の
登
校
・
部
活
の
一
時
的
停
止
、
麻
疹
の
抗
体
検
査

を
指
示
。
陰
性
者
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
告
。
こ
れ
を
Ｏ
主
事
、
部
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